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一」（Die Einheit des naturwissenschaftlichen Weltbildes）
などで，比較的最近の新しい世界像が描かれている．
8） プラトン『国家』第7巻514A以下（『プラトン全集』第
11巻，岩波書店）参照．
9） 三枝充悳『世親』（講談社学術文庫，2004年），102頁以
下．仏教の世界像（宇宙論）については，ほぼ全面的にこ
の書に依っている．
10） 以下，勝義諦と世俗諦の解明，ならびに中観思想との
関連などについては，主として，山口益『般若思想史』（法
蔵館，昭和47年）に依っている．
11） その一例として，中国における三論宗の吉蔵などが挙
げられよう．長尾雅人『仏教の源流』（大阪書籍，1984年）
などを参照 .とは言え，唯識思想の立場も，中観的世界観
を否定し，これに背反するのではなく，むしろこれを前提
しているのである．
12） その一例として，西田幾多郎が自らの「逆対応の論理」
を解明する際に，大燈国師の詩偈を引き合いに出す場合
が挙げられる．西田幾多郎「場所的論理と宗教的世界観」
（『西田幾多郎全集』第11巻，岩波書店）409，415頁など
参照 .また，ある戦国武将が詠ったとされる「桐一葉落ち
て天下の秋を知る」という一句も，このような象徴的表現
の一例と見られるかも知れない．
　
